
No. 201

19 -1st- 13
12 -2nd- 16
15 -3rd- 12
23 -4th- 12

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 3 1 1 0 3 0 0 2 3 1 4 2 0 0 0 16:45
5 * 6 0 0 2 3 2 2 2 1 3 4 0 1 4 0 30:04
6 * 7 1 2 2 5 0 0 2 0 5 5 6 0 1 0 33:11
7 * 17 1 1 5 10 4 4 1 1 5 6 4 3 1 0 26:05
8 * 4 0 0 1 4 2 2 1 2 4 6 1 0 0 0 15:44
9 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

10 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
11 13 0 0 5 8 3 4 1 0 5 5 3 2 0 1 27:42
12 4 0 0 2 6 0 3 1 1 4 5 1 0 0 0 15:29
13 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
14 2 0 0 1 4 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 8:38
15 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
17 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
21 * 13 0 0 6 8 1 2 0 2 3 5 2 1 0 0 26:22

0 1 3 4 1
合 計 69 3 4 24 51 12 17 10 11 34 45 21 8 7 1 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 4 0 1 2 6 0 0 4 0 4 4 3 0 2 0 23:19
5 * 7 1 2 2 7 0 0 3 2 1 3 2 0 1 0 28:22
6 5 1 2 1 4 0 2 2 0 1 1 1 0 1 0 16:34
7 * 5 0 2 2 7 1 2 0 3 0 3 0 0 0 0 15:17
8 8 0 0 4 8 0 0 0 0 1 1 3 1 3 0 22:03
9 10 2 6 1 2 2 2 2 0 2 2 2 2 1 0 18:21

10 * 2 0 0 1 2 0 0 1 0 2 2 1 4 2 0 18:22
11 2 0 0 1 4 0 0 0 2 0 2 1 0 0 0 14:18
12 8 0 2 3 6 2 2 4 0 2 2 3 0 3 0 19:58
13 * 0 0 1 0 4 0 0 0 1 1 2 1 1 0 0 15:17
14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
15 2 0 2 0 1 2 2 1 0 1 1 0 0 1 0 8:09

0 2 1 3 0
合 計 53 4 18 17 51 7 10 17 10 16 26 17 8 14 0 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S:
試投 2P: DR: ST: OT: 延長

FT: TOT: BS:

NO.

スターター

シュート率

第1ピリオド、AISのインサイドを狙うモーションオフェンスに対し、日本は積極的にセン
ターへダブルチームを仕掛けるものの、ファウルになってしまい我慢の時間帯。ようやく
#10中畑のインターセプトから初得点を挙げると、その後もAISはインサイドプレイで得点
を重ねる。日本は徐々にトラップが成功するものの、得点に結びつかず、たまらずタイム
アウト。タイムアウト後、#5冨崎のジャンプシュート、#4藤吉の速攻等で得点を重ね、追い
上げる。13-19、6点ビハインドで終了。

第2ピリオド、日本はスタートをがらりと変え、#9林、#12元山、#6山田、#8森、#13濱口で
挽回を狙う。開始早々、速いパス回しから、#6山田のジャンプシュート、#9林の速攻や3P
シュートで加点する。すると、AISもリバウンドシュートから得点を重ね応戦。ここで#6山
田、#9林をベンチに下げ、#4藤吉、#15櫻木を投入。サイズを大きくしたことで、インサイド
トラップが効きはじめる。29-31、2点差まで詰め前半を折り返す。

第3ピリオド、#10中畑、#8森のツーメンゲームから#8森がジャンプシュート、インターセプ
トからの得点で33-31。日本は逆転に成功する。AISは#12 Buntonとインサイドにボール
を集め、カッティングやアラウンドプレイで加点する。しかしすぐさま日本も#15櫻木のイン
ターセプト、#12元山のジャンプシュートなどで応戦。終盤、AISのリバウンドからのセカン
ドシュートらで41-46 とし、再び追う展開のまま終了する。

第4ピリオド、AISはインサイドプレイやカッティングからの合わせで得点。一方の日本はト
ラップが成功せず、逆に相手にブレイクを出されてしまい、50-41と9点差に離される。ここ
で日本はタイムアウト。タイムアウト後、#12元山の3Pシュート、#9林や#11牛田のツーメ
ンゲーム、#7田中のバスケットカウント等で得点するも、ミスが続き流れをものにできな
い。終了間際、#9林が3Pシュートを決めるが追い上げには至らず。53-67で敗戦した。

日本はボックスアウトの徹底、プレッシャーディフェンスをチームの目標にかかげていた
が、国内ではなかなか経験できないビッグマンとの接触や高さ、パワーへの対応が課題
に残る試合となった。

ファウル

ブロックショットトータルリバウンドフリースロー
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○ ●
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開催場所：

試合区分：

期 日：

平成23年度バスケットボール女子U-24日本代表チーム 第2次強化合宿(オーストラリア遠征)

オーストラリア・キャンベラ AIS
女子 練習試合
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TO選手名 PTS

75.0%

森 ムチャ
林 眞未

MIN

22.2%

ST

小嶋裕二三 / TEAM

ポイント

33.3% 70.0%

出場時間フィールドゴール

濱口 京子

3ポイントシュート

大沼 美咲
櫻木 千華

冨崎 里奈
山田 茉美
田中 真樹

元山 夏菜

/ TEAM

2ポイントシュート

Garrick Madeleing

Thompson Olivia
Cole Rebecca
Blicavs Sara

Roberts Tayla

藤吉 佐緒里

中畑 恵里
牛田 悠理

Garbin Darcee

Samuels Casey

Allen Rebecca

Fadljevic Rosie

Mijovic Carley
Bunton Alex

Lavey Tessa
Lennox Grace

Donnelly Mikhaela

FT
BSPTS

開始時間：

(財)日本バスケットボール協会

大会名称：

2011(H23)年6月4日 (土)
16:00

主審：

副審：

コミッショナー：


